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1． はじめに 

	 人類は生存と経済発展のために，天然資源に依存し

てきた．今後，東南アジア等の途上国諸国における経

済発展に伴うストック原単位や使用物質量の増加が予

想できる．これより，資源生産エネルギーや CO2排出

量の増加につながる一方，人類の安全・安心な生活の

質向上との両立が重要となる．天然資源の今後の活用

を考える上で，経済社会の動向と天然資源利用の関係

を知ることが重要である．これらに向けて，資源の投

入から消費，排出までの過程を示す，物質フロー分析

が取り入れられている．物質フロー分析では，物質の

流れを定量的に示すことで，環境への負荷を評価する．

経済活動に伴う物質の流れの定量化に際して，経済活

動を示す指標に対しての資材投入原単位を知る必要が

ある．また，建築物は災害への対応として資材投入量

が増加し，地域の風土により素材や構造が異なるなど，

自然条件との関係があると考えられる．原単位に関す

る既往研究として，坂本ら(2004)1)，寺南ら(2009) 2), 長
岡ら(2009) 3)，松井ら(2015) 4)が挙げられる．坂本らは，

構造用途別の資材投入原単位を把握した．寺南らは，

建築構造別の資材投入原単位の経年変化を把握した．

長岡らは地上，地下の構造別の資材投入原単位の経年

変化を把握した．田中は建築統計年報を用いて，業種

別構造別資材投入原単位を把握した．松井らは，建築

構造物に対する土石系資源蓄積量を把握した．しかし

ながら，原単位と経済社会の動向などの社会条件との

関係や，国や地域の自然条件との関係については未だ

考察が十分ではない． 
	 本研究では，既往研究により算出された資材投入原

単位［kg/m2］を比較，検討することで，各原単位に

おける差異の整理と諸条件との関係を明らかにした． 

	 

2．研究方法 

2.1	 既往研究の原単位の整理	 

	 坂本ら，寺南ら，長岡ら，は設計図面を元に各資材

の面積，体積，個数等に単位重量を乗じ，延床面積で

除するボトムアップ型の手法により推計した原単位を

用いた．田中，松井らは，資材投入量を着工面積で除

するトップダウン型の手法を用いた原単位である． 
	 坂本らの原単位では，建築数量積算基準に基づいた

推計を行った．寺南らは過去の建築構造に関する法規

や耐震基準を基に，資材の種類や投入量を変更した原

単位を用いた．長岡らの原単位では，建築年代により

構造が変化することを考慮して推計した．セメントが

含まれる原単位として，セメントコンクリートとモル

タルに分けていたが，建築材料(2002) 5)のコンクリート

調合値を用いて按分し，セメントの原単位を推計した． 
	 松井らより，建築物のセメント原単位を構造別セメ

ント原単位に算出した．この際，建設資材・労働力需

要実態調査による都道府県別経年的モルタル投入量，

セメントコンクリート投入量をそれぞれ合計し，日本

全国のモルタル投入量，セメント投入量を算出した．

これを，建築材料(2002)のコンクリート調合値を用い

て按分し，セメント投入量を算出した．セメント投入

量を，都道府県別着工面積を合計した全国の着工面積

で除して，構造別セメント原単位を推計した． 

 
2.2	 整理した原単位の比較・検討	 

	 寺南ら，長岡ら，松井らの経年的な構造別セメント

原単位の比較に際して，長岡らでは，地上と地下の原

単位を合計し，全体のセメント原単位を算出した．長

岡ら，松井らの構造別セメント原単位を寺南らの非木

造セメント投入原単位と比較するために，RC造と S
造の平均セメント原単位を非木造セメント原単位とし

た．松井らは 1年毎に算出されていたデータから，5

年分の平均を取り，5年毎のデータとして示した． 
	 寺南らの木造・非木造の資材別投入原単位のうち，

1986年の木造の資材投入原単位を抽出し，坂本ら原単

位のうち，木造住宅，2×4工法住宅，木造事務所の 1985
年の資材投入原単位との比較を行った． 
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3．結果と考察	 

	 図-1に寺南ら，長岡ら，松井らの木造のセメント原

単位を比較したグラフ，図-2には，非木造のセメント

原単位を比較したグラフを示す．木造，非木造ともに，

セメント原単位が増加する傾向があることが示された．

原単位の算出方法の違いが，同じ構造物に対する同じ

資源の原単位において，差を生じている原因になりう

る．また，寺南らと長岡らはボトムアップ型の手法で

算出を行っているが，用いている設計図面の分類が異

なることで，原単位に差が生じている． 

 

 

図-1	 木造セメント原単位	 

 

 
図-2	 非木造セメント原単位	 

 
	 図-3に寺南らの 1986年と坂本らの 1985年の木造
資材別原単位を比較したグラフを示す．坂本ら，寺南

らの原単位は各資材でおおよそ同じ値を示すが，異な

る理由として，ともにボトムアップ型の推計である位

方，用いた設計図面の分類が異なることが挙げられる．  
	 

 

図-3	 木造資材別投入原単位	 

	 

4．おわりに 

	 本研究では，既往研究で算出されている原単位の構

造別，資材別の比較を行った． 

	 今後の課題として，原単位の推計方法により生じて

いる差に関して，年代別設計図面のモデルを整えて計

算することや，統計データを正確に扱う必要がある．

また，原単位と社会条件，自然条件との相関関係を明

らかにするために，小さい地域区分で原単位を算出す

ることにより地域別の違いを検討する必要がある．  
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